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  はじめに 

 

 

 
 

 

 

 

 

  聖和台地区は昭和５５年から低層独立住宅を主体とする住宅系の土地利用を図る為、 

 

土地区画整理事業が進められており、今後住宅建設とともに新市街地が形成されるところ 

 

です。 

 

 地区計画の導入は、区画整理の事業効果の維持・増進を図るとともに、建築物等の規制 

 

誘導により、秩序ある住宅地形成を促し、地区全体として調和のとれた緑豊かで快適な 

 

環境の街づくりを実現させるために不可欠なものです。 

 

 地区計画制度は現在の良好な居住空間を守り、うるおいのあるまちにしていくために、 

 

必要な制限を定めたものです。地区計画の区域内では、建物を建てたり、建物の用途を変 

 

更したりするときは、工事着手の 30 日前までに届出が必要になります。届出の内容が地区 

 

計画に適合していない場合には、適合していただくよう町長が勧告します。 

 

 このパンフレットは、地区計画の届出方法を中心に説明してあります。安全で住みよい 

 

うるおいのあるまちをつくるために、地区計画の届出の趣旨をご理解くださるようお願い 

 

します。 
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 地区計画の区域における届出・勧告制度は、建築行為や土地の区画形質の変更などが、 

地区計画に沿って行われるように規制・誘導していくための手段です。 

 地区計画の区域内で建物を建てたり、建物の用途を変えたりする場合などには工事

着工の 30日以上前に届出をしていただきます。届出の内容が、地区計画に適合してい

ない場合は、町長が適合していただくように勧告します。 

 なお、届出・勧告制では、公平性がいちじるしく損なわれ、運用が難しい項目や、

具体的に制限すべき項目については、建築物の制限に関する条例を制定しました。

条例に適合しないと建築物は建てられません。 

 聖和台地区で定められた建築等に関する制限は次ページの表のとおりです。 

 なお、決定された地区計画の内容については８ページ、建築制限条例については 12

ページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

                                                           

                                                                                                       

                                                                  

                                                                     

                                                                   

                                                                                                                      

                                                                   

                                                                  

                                                                  

 

 

 

 

 

  地区計画の届出とは 

 

 

                                

                                                  

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区計画で 

こんなこともできます。 

○ 現在の良好な住環境を保全する 

ことはもちろん、ミニ開発を防止して 

将来良好な住環境を形成することを 

お約束することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前の相談が大切です。 

 

届
出
書 
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◎建築物等に関する制限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第一種低層住居専用地域 

建築物の用途の 

 

制限 

次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。 

 

（１） 長屋又は共同住宅 

（２） 寄宿舎又は下宿 

建築物の敷地面積の 

 

最低限度 

 

２４０㎡ 

 

建築物等の形態 

 

又は意匠の制限 

 屋根、外壁等の色彩は良好な住環境に 

ふさわしい、良質で落ち着いた色合いのものとし、 

看板、広告板及び案内板についても、周辺の環境を 

損なわないものとする。 
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届出の必要な行為 

 

地区計画の区域内で届出を必要とする行為は、下表の通りです。なお、届出が必要 

どうか判断が難しいときは、地域整備課にお問合わせください。 

 

 

 

 

届出から工事着手まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  届出の方法 

届出を必要とする行為 届出が必要な区域 

土地の区画形質の変更（切土・盛土等、道路・宅地の造成など） 全   域 

建築物の建築、工作物の建設、建築物等の用途の変更 全   域 

地区計画に基づく 

届出が必要な行為 

建築確認申請が 

不要の場合 

地区計画の届出と 

建築確認申請の 

両方が必要な行為 

届 出 

届 出 

の 

審 査 

設計変更等の勧告 

適  合 

工 

事 

着 

手 

建築確認 

申請 

確認検査機関 

申請の審査 通 知 

建築基準法その他の 

法令に合致 

（地区計画に不適合） 

（地区計画に適合） 

設 計 変 更 

経由 

４ページ 

 



 

 

届出書の記入は、下の例を参考にしてください。 

 

 

 

  届出書の書き方 
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 届出に必要な図書は、下表の通りです。 

（追加添付図書） 

  位置図、求積図、現況図（平面図・断面図）、造成計画図（平面図・断面図）、委任状 

● 上記の図書のほかに案内図や、必要に応じて参考となる資料を提出していただきます。 

● 造成計画図(平面図・断面図)は、盛土を赤色、切土を黄色で着色してください。造成行為

がない場合は、配置図に「造成行為なし」と記載してください。 

● 届出の行為(設計又は施行方法)を大幅に変更した場合には、変更届出書（添付図書を

含む）を提出していただきます。 

● 宅盤の高さは変えないでください。ただし、駐車場のための切り下げ等は造成計画図で 

図示していただきます。 

● 提出部数 ２部 

 

  とくに建築物については、 

● 囲障まわりの表示、さく、へい等の断面図など（1/20 程度）が必要です。 

● 既存の道と敷地、囲障との関係がよくわかるように表示してください。 

 

  届出に必要な添付図書 

行為の種別 図 面 縮 尺 備 考 

土地の区画形質の変更 

●区域図                                                                                               
  1/1000 以上 

     (公共施設配置図) 

●設計図   1/100 以上 

建 築 物 の 建 築                                                                                       

工 作 物 の 建 設                                                                                       

建築物等の用途の変更 

●配置図   1/100 以上 

＊の図面は 1/100 でも可 ●立面図（2 面以上） 

●各階平面図 
  1/50 以上 
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サイズはA４に 

図面もA４に折る 

＊ 



 

 

 建築確認 

 

● 建築確認の申請の前に、必ず、地区計画の届出を行ってください。 

 

 中高層建築物の紛争予防 

 

● 次に掲げる建物を建てる場合には、地域整備課へご相談ください。 

     

第一種低層住居専用地域において、軒の高さが７メートルを超える建築物又は地階

を除く階数が３以上の建築物 

 

 

 

 

 関連制度・手続きについて 

 

 
 

 

 

 

 

     

 

  

  

  

 

  

 
    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 
 

   

絶対斜線、絶対高さの制限 第 1低層住専の北側斜線 

隣地境界線  

1.25 

1.25A  

1.25  

1 

5m  

隣地境界線(北側) 

(絶対の高さ)  

G.L  

10m  

絶対高さ制限 

10m  

1 

1.25

A 

A  
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太子都市計画地区計画の決定（太子町決定） 

平成元年 8月 10日太子町告示第 28号 

都市計画聖和台地区地区計画を次のように決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地区計画 計画書 

名        称 聖和台地区地区計画 

位        置 太子町大字太子及び大字春日地内 

面        積 約３５．３ha 

区
域
の
整
備
・開
発
及
び
保
全
の
方
針 

地区計画の目標  当地区は、近鉄南大阪線上ノ太子駅の南約                                                             

0.4km に位置し、周辺の自然環境にも恵まれた                                                                       

良好な住宅地としての条件を兼ね備えたところで                                                                           

あり、西山特定土地区画整理事業により道路、                                                                   

公園等の公共施設が整備され 、今後、住宅                                                                   

建築が行われようとする地区である。 

 このため、地区計画の策定により、建築物等                                                          

の規制、誘導を推進し 、緑豊かなゆとりある                                           

居住環境の形成を図る。                                                                            

土地利用の方針 低層独立住宅を主体とした土地利用を図り、                                                                                 

良好な住環境を維持・保全する。 

 また、地区内には児童公園、歩行者専用道                                                                 

路を適正に配置する。 

地区施設の整備  地区内の区画道路、緑地については土地区                                                                 

画整理事業により整備されているので、これら                                                                             

の地区施設の機能の維持・保全を図る。                                                                                                                           

建築物等の整備の方針  １．建築物の用途及び建築物の敷地面積の 

   最低限度を維持することにより、良好な居住 

   環境の形成を図る。  

 ２．かき・さくの構造、建築物等の形態又は 

   意匠に関して、景観上の配慮を求め、 

   うるおいのあるまちなみの創出を図る。 
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地
区
整
備
計
画 

建
築
物
に
関
す
る
事
項 

建築物の用途の制限  次 の 各 号 に 掲 げ る 建 築 物 は 、 建 築 し て は                                                                   

ならない。   

       

      （１）  長屋又は共同住宅   

      （２）  寄宿舎又は下宿   

建 築 物 の 敷 地 面 積 の                                                                                

最低限度 
 ２４０㎡ 

 建築物等の形態又は 

 意匠の制限 

  屋 根 、 外 壁 等 の 色 彩 は 良 好 な 住 環 境 に                                                                      

ふ さ わ し い 良 質 で 落 ち 着 い た 色 合 い の も の と                                                                       

し 、 看 板 、 広 告 板 及 び 案 内 板 に つ い て も 、                                                                                   

周辺の環境を損なわないものとする。 
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